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８．「シャインマスカット」の簡易被覆栽培での新梢の摘心位置  

 

［要約］ 

満開前の新梢を着房節から６節程度で摘心すると、樹冠全体の葉面積が十分確保でき

るとともに夏期の副梢の再発生を抑制できる。  
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［背景・ねらい］ 

新梢先端を棚下に下げて管理する「シャインマスカット」の簡易被覆栽培において、満

開前に新梢を摘心する際、高品質な果実生産に必要な葉面積（葉面積指数2.5程度）を確保

し、かつ管理に手間がかかる無駄な副梢の再発生を抑制できる新梢の摘心位置を明らかに

する。  

 

［成果の内容・特徴］ 

１．摘心位置が房先４節では、新梢摘心後に再発生した副梢数が多く、摘心位置が房先６

節から８節では、新梢摘心後に再発生した副梢数は少ない。（図１）。 

２．摘心位置が房先６節から８節で必要な葉面積を確保できる。しかし８節では新梢が長

くなり、再発生した副梢が地面に達して果房管理や薬剤散布等の作業性が低下するが、

６節では適度な長さになる（表１、図２）。  

３．摘心位置の違いで、果粒肥大や糖度等の果実品質に大きな差は認められない（表２）。 

 

［成果の活用面・留意点］ 

１．本成果は、樹勢が中庸～強勢な樹に適用する。  

２．樹勢が弱く新梢伸長が劣る場合は、摘心位置を１～２節長くし葉数確保を優先する。

３．簡易被覆栽培では10a当たり新梢数4,500本を標準とする。  

 



［具体的データ］ 

図１

注）各調査日ごとに全副梢を切除し、数値は再発生
した副梢数の積算値を示す

摘心位置の違いが副梢発生数に及ぼす
影響

0

1

2

3

4

5

6

7

8

6/20 6/30 7/10 7/20 7/30 8/9 8/19

副
梢
数
（
積
算
値
/新

梢
）

暦日（月/日）

4節

6節

8節

6/28     7/13     7/30   8/10

 

 

 

 

図２ 圃場の様子（左：房先８節 右：房先６節） 

表１

枝長 LAIz 葉果比

処理区 本葉 合計
房先４節 83 c 2,579 c 1,904 b 4,483 c 2.0 0.9
房先６節 119 b 3,527 b 2,362 a 5,889 b 2.7 1.2
房先８節 157 a 4,385 a 2,183 ab 6,568 a 3.0 1.3
有意性y * * * * - -

z 各処理区の新梢が樹冠全体を覆った場合の推定値（枝数4500本/10a）

y

副梢葉

葉面積（㎠）

摘心位置の違いがブドウ「シャインマスカット」の新梢
成長および葉果比に及ぼす影響

Tukey検定により*は異なる英文字を付した平均値間に有意差あり，nsは有意
差なし（P<0.05）

（㎡/kg）（㎝）

 

表２

果房重 果粒重 糖度

処理区 (g) (g) (○Brix)
房先４節 751 18.1 20.9 ab 0.20
房先６節 766 18.5 20.5 b 0.21
房先８節 755 18.3 20.9 a 0.21
有意性 Z ns ns * 　ns　

z

酸含量

(g・果汁100ml-1)

Tukey検定により*は異なる英文字を付した平均値間に有意差あり,nsは有
意差なし(P <0.05)

摘心位置の違いがブドウ「シャインマス
カット」の果実品質に及ぼす影響
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